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１．研究計画の概要 
 浮遊粒子状物質が死亡に与える影響に関
して、欧米では多くの疫学研究がなされてき
て、地域差に関しても評価されてきた。しか
し、アジア人種での影響に関しては、用いら
れる手法などが異なるため、地域差に関する
評価が困難であった。その理由の一つとして
の越境大気汚染が挙げられる。この点に関し
て、エアロゾル計測グループとの連携によっ
て、エアロゾルおよびその成分が死亡に与え
る影響を越境汚染と地域汚染に分けて評価
することが可能となった。一方、韓国、台湾
との共同研究も可能となった。これらの状況
を受け、アジア人種におけるエアロゾル及び
その成分が死亡に与える影響、特に地域差に
越境汚染が関与しているかどうかを評価す
ることを目的として研究を行うこととした。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 最初の問題意識が、エアロゾル影響の地域
差であり、それが、単に解析方法、モデルに
用いる変数の相違によるのではないことを
示す必要性から、東アジア諸国との連携を図
ることに重点をおいて最初の作業を進めた。
2008 年度の研究開始早々に、韓国、台湾、
マレーシア、シンガポールの研究者を招待し
てワークショップを行った。各国の研究者に、
研究の概要を周知し、協力を依頼した結果、
韓国と台湾の研究者とは、データセットの共
通化をはかること、また両国のデータセット
を入手して、日本のデータとともに同一の手
法で解析することで合意がなされた。わが国、
韓国、台湾でかなり広範囲の調査が可能であ
り、特に中国からの越境汚染を考えれば、重
要な協力体制が構築できたと言える。更に、

2010 年度には、韓国の共同研究者が、日本・
台湾との大気汚染と地球温暖化の健康影響
に関する共同研究の申請を行い、韓国政府か
らの研究費を獲得したため、連携は一層強固
となり、地域差の一因になり得る測定法につ
いて、3 カ国で共通の機器を用いた測定作業
を開始した。 
 わが国のデータ収集に関しては、2009 年
度に行った。厚労省から死亡診断書データの
使用許可を得て、1972 年から 2008 年までの
解析データファイルを作成した。また、大き
な影響を及ぼすと考えられるインフルエン
ザ患者数のデータも、2000 年から 2007 年ま
でのデータを入手した。エアロゾルのデータ
は、上記データと合わせて 2000 年から既存
の測定局データを入手した。 
 解析のため、死亡データは、どの死因区分
を用いるか、大気汚染データは欠損値の処理
をどうするかなどを、上記韓国などの研究者
も含めて議論し、方針を決定した。 
 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
 もともと、この領域研究においては、A01, 
A02 班によるエアロゾルの動態解明の結果
および A04-P13 班による実験の結果を受け
て、影響を評価するためのエアロゾルの成分
を決定し、その成分と死亡との関連を探ると
いう計画であるため、現時点で最終的な解析
ができていないことには問題は無い。しかし
ながら、目的外使用のための死亡データ入手
には厚労省の許可が必要であり、この許可を
取得するために時間がかかった。このために
数ヶ月の遅れが生じている。更に、入手した
死亡データを確認したところ、既存の統計資
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料と異なる部分が認められた。そのため、
様々な確認作業を行うことに時間が必要で
あった。結局は、厚労省からのデータに問題
があるのではないかとの結論に達したので、
厚労省に依頼して新たなデータセットを入
手する予定である。ただ、解析のための方法
は既に議論してあり、新たなデータセット入
手により、速やかに解析に移れるため、この
遅れは致命的ではない。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 厚労省からの目的外使用のための死亡デ
ータ入手は、最近の社会情勢の変化から迅速
化しているとのことであるし、余裕をもって
早めの申請をすることで解析に支障をきた
すことなく進めることができると考えてい
る。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
 領域代表による全体のためのサイト、 
http://www.tuat.ac.jp/~aerosol/ 
に A04-P12 も紹介されている。 


